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研 究 課 題 真核細胞の核内環境調節による遺伝子発現制御機構 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

真核細胞の核へ分子を輸送する受容体について、哺乳類の細胞に焦点を絞り、細胞分化、が

ん化など細胞運命決定に際する機能を明らかにする。特に、核へのタンパク質輸送とクロマ

チン相互作用に焦点を当て、これらの機能の制御機構を解明したい。 
具体的には、これまでに明らかにしている核輸送因子 importin αの DNA 結合能が、細胞の

活動にどのように働くか、①DNA 上の相互作用分子、②クロマチン高次構造への作用、③遺

伝子発現制御への関与を明らかにする。 

研 究 
 
 
の 
 
 

結 果 

核へ分子を輸送する核輸送因子 importin αのタンパク質輸送とクロマチン相互作用につい

て、それぞれの機能を担う機能性ドメインの解析を進めた。そして、核輸送因子の機能の切

り替えに重要な新規ドメインがあることを突き止めた。また、このような切り替えに必要な

構造学的性質や細胞内のイベントについて考察し、解析を進めた。加えて、importin αの①

DNA 上の相互作用分子、②クロマチン高次構造への作用、③遺伝子発現制御への関与を解析

し、高次生命現象とのかかわりについて新しい知見を得始めている。 

研 究 
 
の 
 

考 察 
・ 

反 省 

核輸送因子 importin αの新規機能ドメインを特定し、その性質を明らかにしつつある。核輸

送因子の機能の切り替えのメカニズムはほとんど明らかになっておらず、相互作用分子の入

れ替わりについて詳しい解析はなされていない。本研究により、この未解明な部分にアプロ

ーチする手掛かりを得、importin αの新たな機能を解析する基盤ができた。一方で、このよ

うな分子機能の切り替えは in vitro での解析はできるものの、in vivo での解析は困難な場合

が多い。今後、細胞や個体を用いた研究を行い、得られた手掛かりをもとに importin αの生

理機能を明らかにする必要がある。 
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